
1.郡上八幡 IC の逆走対策（路面埋込型ブレード） 

（1）郡上八幡 IC の逆走対策実施箇所 

平面交差部において、本来進行すべき方向とは反対方向へ誤って左折し、逆走に至る事案を想定した対策 

※国土地理院地図を加工 

（2）これまでの対策 

（3）今回実施する新たな対策（イメージ） 
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（4）路面埋込型ブレ―ドについて 

路面に設置した突起物（ブレード）により逆走車両に衝撃を与え、注意喚起する技術です。逆走した場合には、ブレード

が倒れず、乗り越える際に車両に対し大きな衝撃を与えます。順走した場合は、ブレードが回転し沈み込むため、走行に

支障はありません。 

【試験設置状況】（E2A 中国自動車道 東城 IC 管理用道路） 

【装置の概要】 

【動作イメージ】 
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